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１． はじめに  

 2015 年 7月 7日に定常運用された新世代静止気象

衛星「ひまわり 8 号」は，従来機と比較して空間分

解能，時間分解能が向上し，気象以外にもさまざまな

分野で利用が広がっている 1)．本研究では観測頻度

の向上により，従来の観測データでは得ることので

きなかった都市の熱環境を地表面温度の日変化とし

て調査することとした 2)．都市の熱環境のモニタリ

ングは，近年深刻化しているヒートアイランド現象

の実態を把握する上で非常に有効であると考えられ

ている．特に夏季の熱環境のみならず四季を通して

把握することによりその変動や特徴を捉えることで

詳細に現象を把握することが可能であると思われる．

本報告では，「ひまわり 8号」が観測した冬季のデー

タを用いて，日変化の変動を調査した． 

 

２.使用したデータ  
 本研究で使用した「ひまわり 8 号」データは，

2017 年の 11 月～12 月の初冬期を対象に，1 日を通

して雲量の少ない日を選定したもので，東京の皇居

周辺を調査対象ポイントとした．選定した観測日は

以下のとおりである． 
・2017年 11月 5日 00～23時（UTC） 

・2017年 11月 28日 00～23時（UTC） 

・2017年 12月 26日 00～23時（UTC） 

また，観測値としてバンド 14 による観測輝度温度

を使用した．測定値から観測輝度温度への変換は気

象庁より提供されている返還式および変換係数に基

づいている．図-1～3 に各対象観測日の 04Z(日本時

間の 13 時)，11Z（日本時間 20 時），16Z(日本時間の

01 時)および 23Z（日本時間 8 時）の輝度温度画像を

示す． 
 
 
 
 
 

 
 

 
図-1 2017 年 11 月 5 のバンド 14 輝度温度画像 

 
 

 
図-2 2017 年 11 月 28 のバンド 14 輝度温度画像 
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図-3 2017 年 12 月 26 のバンド 14 輝度温度画像 
 
３．解析結果 
 図-4～6 に 2017 年 11 月 5 日，11 月 28 日，12 月

26 日の観測輝度温度の日変化を示す．昼間（24Z～08Z、

日本時間午前 9 時から午後 5 時）は気象条件により

観測値は異なるが、夜間 09Z～23Z、日本時間午後 6

時から午前 8 時）は同様な現象傾向が見られる。特

に 11Z，16Z，23Z（日本時間午後 8時、午前 1時およ

び 8 時）に不規則な観測値が認められる． 

 夜間における観測値がある程度の期間安定的に観

測されているとすれば，本例では 2 ヶ月程度の期間

で雲の影響を受けずに観測された熱情報をその年の

指定期間の代表値として季節および年度の比較情報

として利用することが可能と思われる． 

 

４．展望 
 ひまわり 8号は 2015年より定常運用が問題なく辞

しされており、バックアップのための９号もいつで

も代替観測が可能な態勢がとられている．今後も継

続して情報を利用できると想定されることから，継

続して解析,観測を実施していくことが重要と考え

られる． 

 

 

 

 

 

図-4 11 月 15 日における観測輝度温度の日変化 

 

図-5 11 月 28 日における観測輝度温度の日変化 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

図-6 12 月 26 日における観測輝度温度の日変化 
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